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全車両、ボンネットのストライカーを良品に交換する。 

改善措置の内容 

ボンネットのロック機構において、ストライカーの製造が不適切なため、車両の振動により当該ストライカー

が分解するものがある。そのため、ボンネットのロックが外れ、最悪の場合、走行中にボンネットが不意に

開くおそれがある。 

基準不適合発生箇所 

 

ボンネットのストライカー

（交換部品） 

ボンネット裏面 

写真は良品 


